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男女共同参画学協会連絡会とは

2002年10月に発足（理工系12学協会）

2012年現在

参加学協会数 69（内オブザーバ 24）

加盟学協会会員総数: 約 41 万人

(女性会員:約 2 万人）
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自然科学系分野の男女共同参画の推進活動に関する情報交換、
アンケート調査による実態調査などを通じて、学協会間での
連携協力を行い、女性と男性がともに個性と能力を発揮でき
る環境づくりとネットワーク作りに取り組んでいる。
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これまでの主な活動
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男女共同参画学協会連絡会｢科学技術系専門職にお
ける男女共同参画実態大規模調査｣(平成20年7月)

 年齢があがるとともに男女の役職の差が開き、特に40代後半か
らその差が広がる。(この回答者集団では、学位取得率は40代後半
以上では女性のほうが高い。)

同じ役職にあっても、部下の数や研究開発費の点で女性のほうが
男性より少なく、役職が高いほど男女差が大きい。

女性リーダーを育てるには、家庭との両立を支援するほか、女
性側の役割意識を変えていく支援をする必要がある。

ポスドク制度について、生涯設計を立てにくいことやポスドク
後のポジションが少ないことで、男女とも職の不安が大きい。常
勤職の拡充の実現が望まれる。

女性研究者の方が単身赴任経験割合が高い。配偶者の66%が研究
者で子育て期間の夫婦同居の実現が望まれる。
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第4期科学技術基本計画、第3次男女共同参画基本計画にむけて
「科学技術分野での男女共同参画の推進に向けての要望」を提出
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科学技術を担う人材育成
（１）多様な場で活躍できる人材の育成
③ 女性研究者の活躍の促進
・ 国は、女性研究者が出産、育児と研究を両立できるよう、研究サポート体制の整備
等を行う大学や公的研究機関を支援する。また、大学や公的研究機関に対し、柔軟な

雇用形態や人事及び評価制度の確立、在宅勤務や短時間勤務、研究サポート体制の
整備等を進めることを期待する。
・ 国は、大学及び公的研究機関が、上記目標の達成に向けて、女性研究者の活躍促

進に関する取組状況、女性研究者に関する数値目標について具体的な計画を策定し、
積極的な登用を図るとともに、部局毎に女性研究者の職階別の在籍割合を公表するこ
とを期待する。また、指導的な立場にある女性研究者、自然科学系の女子学生、研究
職を目指す優秀な女性を増やすための取組を進めることを期待する。

数値目標 ２５％→３０％

第4期科学技術基本計画
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理工系の学生
理学：25.7％
工学：10.7％
農学：40.1％
医学・歯学：33.2％
（平成21 年）

研究者 13.0％
内訳
企業等・非営利団体：7.2％
公的機関：14.0％
大学等：23.3％
（平成21 年）

平成２２年１２月１７日 閣議決定
項目２のイ

研究者等の実態把握

・研究者・技術者及び研究補助者等に係る男女別の実態把握
とともに統計情報を収集・整備し、経年変化を把握する。

男女共同参画基本計画
第１２分野 科学技術・学術分野における男女共同参画
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女性研究者が顕著に増加している「成功事例」について
調査分析をおこない、成功の要因を明確にする。

平成17年の調査対象：国立遺伝研
独立研究グループ長比率：17.1%（6名／35名の総PI）
若手ＰＩ制度と、公募人事の女性応募者割合を公表

国立医薬品食品衛生研究所（厚生労働省）

平成24年現在 女性部長 35％ ７名／２０名

現在女性管理職比率が突出している一例

参考：
独立行政法人等の部長相当職及び課長相当職の職員

10.4％（平成21年）
国立大学の課長相当職以上に占める女性の割合

10.4％（平成21 年）

アクションプランの実現に向けて



男女共同参画学協会連絡会 EPMEWSE
Japan Inter-Society Liaison Association Committee for Promoting Equal Participation of Men and Women in Science and Engineering

第３回 大規模アンケー
トの実施について

すでに数字から明らかになった実態
•女性研究者に子供がすくない。
•管理職になりにくい。
•大型研究費を取りにくい。
•部下を持ちにくい。
•シンポジストとして招待されにくい。

この差をもたらしている原因は、差別
意識か、環境か、社会制度かを明確
にするために、女性ＰＩの目標数値を
達成している機関の成功要因を分析
する必要がある。
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第10期事業計画と進捗状況
●第10期 運営委員会開催 （年5回を予定）

開催場所：国立医薬品食品衛生研究所

第1回 H24年１月12日

第2回 H24年３月22日予定

・大型アンケートWG

第3回大型アンケート実施にむけスタート

学協会連絡委員による項目の検討

●第10回学協会連絡会シンポジウム

平成24年10月7日（日）慈恵医科大学にて開催決定
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日本生理学会

ヒトや動物の体の基本的な機能と仕組み、生命の理を解き明かす
生理学は、ライフサイエンスの基礎を支える学問である。理工系のさ
まざまな分野からライフサイエンスを志す女性科学技術者が多く集
まっている。
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生理学女性研究者の会（設立1995年＠第72回生理学会、１８年目）

生理学会男女共同参画委員会にアドバイザー制度を導入

入澤彩記念女性生理学者奨励賞(2010年より)が女性研究者を支援

日本生理学会と男女共同参画

大震災後・福島原発問題を抱えるストレス社会、少子高齢化
の介護社会では、国民の健康への関心が高まり、体や脳の
仕組み、生命の理の理解がより一層重要となる。

性差、年齢差、個体差を考慮した医学を実現するための
学問分野が必要である。


